
平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日
提
出

質

問

第

一

三

八

号

閣
議
決
定
「
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
安
全
保
障
法
制
の
整
備
に
つ
い
て
」

に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二
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閣
議
決
定
「
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
安
全
保
障
法
制
の
整
備
に
つ
い
て
」

に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
に
、
「
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
安
全
保
障
法
制
の
整
備
に
つ

い
て
」
（
以
下
、
「
本
閣
議
決
定
」
と
い
う
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

閣
議
決
定
は
、
内
閣
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
実
務
上
採
ら
れ
て
い
る
形
式
で
、
重
要
な
政
策
に
関
す
る
事
項
等
に
つ
い
て
内

閣
の
意
思
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
権
利
義
務
に
大
き
な
影
響
を
与
え
得
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
閣
議
決
定
を
読
む
限
り
、
そ
の
文
言
の
定
義
に
曖
昧
な
も
の
が
見
ら
れ
、
国
民
が
手
に
取
っ
て
読
ん
だ

と
し
て
、
自
ら
の
権
利
義
務
に
係
る
閣
議
決
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
解
し
が
た
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
持
た
ざ
る
を

得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
閣
議
決
定
の
前
文
に
お
け
る
、
「
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
根
本
的
に
変
容
」
、
「
更
に
変
化
し
続

け
」
、
「
複
雑
か
つ
重
大
な
国
家
安
全
保
障
上
の
課
題
に
直
面
」
、
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
問
題
や
緊
張
が
生
み

出
さ
れ
る
」
、
「
脅
威
が
世
界
の
ど
の
地
域
に
お
い
て
発
生
し
て
も
、
我
が
国
の
安
全
保
障
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
得

一



る
状
況
」
、
「
法
の
支
配
」
、
「
国
際
協
調
主
義
に
基
づ
く
「
積
極
的
平
和
主
義
」
」
、
「
切
れ
目
の
な
い
対
応
」
、
「
安

倍
内
閣
総
理
大
臣
が
記
者
会
見
で
表
明
し
た
基
本
的
方
向
性
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
、
政
府
の
定
義

を
示
さ
れ
た
い
。

二

「
一

武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
侵
害
へ
の
対
処
」
に
お
け
る
、
「
純
然
た
る
平
時
で
も
有
事
で
も
な
い
事
態
」
、
「
警
察

機
関
と
自
衛
隊
を
含
む
関
係
機
関
」
、
「
こ
う
し
た
様
々
な
不
法
行
為
」
、
「
警
察
や
海
上
保
安
庁
な
ど
の
関
係
機
関
」
、

「
治
安
出
動
」
、
「
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
」
、
「
関
係
機
関
」
、
「
武
力
攻
撃
に
ま
で
拡
大
し
て
い
く
よ
う
な
事

態
」
、
「
自
衛
隊
と
米
軍
が
緊
密
に
連
携
し
て
切
れ
目
の
な
い
対
応
」
、
「
自
衛
隊
法
第
九
十
五
条
に
よ
る
武
器
等
防
護
の

た
め
の
「
武
器
の
使
用
」
の
考
え
方
」
、
「
自
衛
隊
法
第
九
十
五
条
に
よ
る
も
の
と
同
様
の
極
め
て
受
動
的
か
つ
限
定
的
な

必
要
最
小
限
の
「
武
器
の
使
用
」
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
、
政
府
の
定
義
を
示
さ
れ
た
い
。

三

「
二

国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
へ
の
一
層
の
貢
献

（
�
）
」
に
お
け
る
、
「
い
わ
ゆ
る
後
方
支
援
」
、
「
武
力
の
行

使
」
、
「
正
当
な
「
武
力
の
行
使
」
を
行
う
他
国
軍
隊
に
対
し
て
こ
う
し
た
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
場
合
」
、

「
後
方
地
域
」
、
「
い
わ
ゆ
る
「
非
戦
闘
地
域
」
」
、
「
限
定
す
る
な
ど
」
、
「
安
全
保
障
環
境
が
更
に
大
き
く
変
化
す
る

中
」
、
「
い
わ
ゆ
る
「
武
力
の
行
使
と
の
一
体
化
」
論
」
、
「
他
国
が
「
現
に
戦
闘
行
為
を
行
っ
て
い
る
現
場
」
で
は
な
い

二



場
所
」
、
「
支
援
活
動
を
休
止
又
は
中
断
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
、
政
府
の
定
義
を
示
さ
れ
た
い
。

四

「
二

国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
へ
の
一
層
の
貢
献

（
�
）
」
に
お
け
る
、
「
国
際
的
な
平
和
協
力
活
動
」
、
「
武
器

使
用
」
、
「
駆
け
付
け
警
護
」
、
「
任
務
遂
行
の
た
め
の
武
器
使
用
」
、
「
国
家
に
準
ず
る
組
織
」
、
「
武
力
の
行
使
」
、

「
自
己
保
存
型
」
、
「
武
器
等
防
護
」
、
「
国
際
協
調
主
義
」
、
「
積
極
的
平
和
主
義
」
、
「
十
分
か
つ
積
極
的
に
参
加
で

き
る
こ
と
」
、
「
敵
対
す
る
も
の
と
し
て
登
場
し
な
い
こ
と
」
、
「
領
域
国
の
同
意
」
、
「
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動

等
」
、
「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
五
原
則
の
枠
組
み
」
、
「
住
民
保
護
な
ど
の
治
安
の
維
持
」
、
「
自
己
保
存
及
び
武
器
等
防
護
を
超

え
る
武
器
使
用
」
、
「
紛
争
当
事
者
の
受
入
れ
同
意
が
安
定
的
に
維
持
」
、
「
領
域
国
政
府
の
同
意
が
及
ぶ
範
囲
」
、
「
そ

の
領
域
に
お
い
て
権
力
が
維
持
さ
れ
て
い
る
範
囲
」
、
「
警
察
比
例
の
原
則
」
、
「
内
在
的
制
約
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体

的
に
何
を
指
す
の
か
、
政
府
の
定
義
を
示
さ
れ
た
い
。

五

「
三

憲
法
第
九
条
の
下
で
許
容
さ
れ
る
自
衛
の
措
置
」
に
お
け
る
、
「
従
来
の
政
府
見
解
に
お
け
る
憲
法
第
九
条
の
解

釈
の
基
本
的
な
論
理
の
枠
内
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
、
政
府
の
定
義
を
示
さ
れ
た
い
。

六

本
閣
議
決
定
を
読
む
に
あ
た
り
、
そ
の
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
国
家
安
全
保
障
局
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
「
本
閣
議
決
定
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
的
な
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
与
党
協
議
の
中
で
具
体
化
さ
れ
る
」
と

三



の
回
答
を
得
た
が
、
国
民
の
権
利
義
務
に
大
き
な
影
響
を
与
え
得
る
閣
議
決
定
が
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
的
な
も
の
」
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
見
解
は
政
府
内
で
共
有
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
か
。
閣
議
決
定
と
い
う
も
の
は
、
こ
の
よ
う
に
不
十
分
な
定
義
の

ま
ま
の
用
語
で
構
成
さ
れ
る
も
の
な
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


